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清末期における厳修の天津音楽教育に与えた影響 

The Impact of Yan Xiu on Music Education in Tianjin during 

the Late Qing Dynasty 

 

楊 慧 

YANG Hui 

 

Summary 

 This study explores Yan Xiu's pioneering efforts in music education of Tianjin in the 

late Qing Dynasty. Inspired by Meiji era principles from Japan, Yan introduced music 

education into various educational institutions, emphasizing its role in fostering national 

patriotism. His initiatives laid the foundation for music education in Tianjin schools. 

Additionally, his influence extended to the establishment of the Zhili Provincial 

Gymnastics and Music Propagation Institute(直隷省体操音楽伝習所). 
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I はじめに 

 

 本研究の目的は、天津の教育家である厳修が二回にわたる日本での教育考察を通じて得

た音楽教育への認識が、彼の帰国後どのように清末期の天津の音楽教育に具体的に生かさ

れたのかを明確にすることである。 

天津は近代において上海に匹敵するほど豊かな外来の音楽文化を持つ中国の都市として

評価されている1)。清朝末期には西洋音楽が初めて導入され、天津は西洋楽隊が設立された

最も早い都市の一つであった2)。また、天津は「学堂楽歌」が最も早く発展した都市の一つ

であった3)。天津は、中国の西洋音楽の受容・普及において不可欠な役割を担っていたと言

える。 

西洋音楽が天津に広まる過程で、日本は重要な役割を果たしたと考えられる。1871 年、

『日清修好条規』によって、日本は天津を拠点にして華北への進出を開始した。1904 年以

降、天津が所属していた直隷省は、日本をモデルに新式教育改革を実施した。そのため、清

末期において天津と日本は緊密な関係を持ち、天津の音楽文化発展においても日本から受

けた影響が多いと言える。しかし、この時期における天津と日本とのつながりは従来の研究
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ではあまり注目を浴びていない。  

清末期の天津における音楽教育と日本との関連は、筆者の調査した限り、靳学東編著の

『近代天津西洋音楽史』において、時代背景として少し触れられている。その中で、厳修が

日本の音楽教育の影響を天津にもたらした先駆者であることが言及されたが4)、詳細には議

論されていない。 

厳修（1860～1929）は咸豊十年（1860）年に北京の東部にある三河県で生まれ、字は範孫、

号は夢扶である。厳修は、日本の制度を取り入れて、清末期の教育全般について近代的制度

を整えた教育者である。彼は 2回にわたって日本で教育視察を行い、帰国後日本の教育モデ

ルを参考に、天津において数学、哲学など新式学科が開設された新式中小学校を設立し、ま

た、天津の最初の蒙幼院、女学校なども創設し、つまり、天津の新式教育の基礎を築いた5)。

彼の清末期の天津の教育界への貢献を論述する研究成果は既に多いと言えるが、彼の音楽

教育における活動を詳しく分析する研究はほぼない。 

筆者は、厳修が 2 回にわたる日本での教育視察の時、日本の音楽教育とどのように接触

し、どのような認識を得たかを分析した。紙幅の関係でこれは別稿にまとめたが、その内容

は本論の展開の前提であるため、ここでまず簡単に厳修が日本での教育視察において獲得

した認識の要点をまとめる。厳修は二回日本の教育機関の視察を行い、日本滞在中に日本の

音楽教育の礎を築いた伊沢修二と数回交流し、音楽教育が知識の向上と国民教化に貢献す

る重要な手段であることを認識した。また、小・中学校、女学校など様々な種類の学校での

音楽授業を視察し、幼児教育、初等教育及び女子教育において実際に音楽が活用されること

を見聞した。さらに、西洋音楽や中国の伝統音楽を含む様々な音楽会を鑑賞するなど、音楽

に関連する多様な活動を経験し、日本では日本人によって西洋音楽に加えて中国の伝統音

楽も演奏されていることを知り、自国（中国）の伝統音楽も重要であることを認識した6)。 

本稿は厳修が日本考察から帰国した後の音楽教育活動を中心に、これらの活動が天津の

音楽教育発展に与えた影響をめぐって議論を展開する。具体的には、日本側の史料を参考に

しつつ、彼が主導して設立した一連の学校における音楽教育の具体的な状況、日本との詳し

い関わり、また、天津で設立された中国初の専門的な音楽体操教育機関である直隷省体操音

楽伝習所の設立と彼の訪日活動との間接的な関連などを、詳しく分析する。 

本稿においては以下の資料を用いる。まず、『学部官報』や『直隷教育雑誌』7)からは本文

に取り上げられた清末期の天津の教育機関や厳修が設立した学校の教員やカリキュラムの

情報が読み取れる。また、『厳修東遊日記』や『厳修年譜』8)からは、厳修の日本における視

察活動の詳細と、帰国後の天津における学校創設などの背景が明らかになる。地方紙『大公

報』や『益世報』9)の新聞記事からは、清末期の天津の様々な学校における、音楽授業の開

設や生徒の募集状況がわかる。以上のように、直隷省教育の状況を考慮しつつ、厳修の清末

に天津における教育活動の実像を明確にし、彼が清末期の天津の音楽教育にもたらした直

接的或いは間接的な影響について詳細に考察しよう。 

 

II 天津において厳修が展開した音楽教育活動及び特徴 

 

 厳修による天津の音楽教育の発展状況を論ずる前に、まず当時の天津における教育制度
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全般の変化、及び厳修が音楽教育に着手する前の清末期の天津における音楽教育の発展状

況を確認しよう。 

1840 年代以降、天津ではヨーロッパの租界が開設された。これに伴い、キリスト教宣教

師が天津に到来した。19 世紀後半には、天津における唱歌や楽理などの音楽知識は主にキ

リスト教系の学校で教授されていた10)。 

20 世紀初期に入ってから、中国全域において、各地域において新式学堂の設立気運が盛

り上がった。『奏定学堂章程』（1904 年）の頒布と科挙試験の廃止（1905 年）に伴い、理科、

英文、衛生、手工など新たな学科があった新式学校が相次いで清国各地で開設されてきた。 

直隷省（天津市はここに所属していた）は直隷省総督の袁世凱の支持を得ながら、また厳

修を代表とする地方の有力者の果たした役割を踏まえ、全国の新政推進の中でモデル地域

となり、清末期における全国の新式教育の興隆の中で主導的な役割を果たしていた11)。しか

し、音楽教育の発展状況は遅れていたと言える。 

1905 年 2 月、天津市と隣接していた保定市の直隷師範学堂に赴任し、音楽教師を担当し

た近森出来治（1875～1940）は、保定市の音楽状況について、「ピアノ、オルガン等西洋楽

器の一も有事なく教育的歌曲亦絶対的皆無なれば」と描写した12)。このような記述から、

1905 年まで直隷省の音楽教育はほぼ始まっていなかったと考えられる。また、1902 年に、

袁世凱は光緒皇帝に直隷高等師範学堂（保定）13)の課程を提案したが、音楽には言及してい

なかった14)。ここから、音楽という教科の重要性は直隷省の官員にあまり認識されていなか

ったと考えられ、直隷省の音楽教育の設置は他の教科より遅れていたことも読み取れる。現

在のところ、その時期の天津の音楽教育の状況を直接に描写した資料は見つかっていない

が、天津市と隣接していた保定市の直隷師範学堂天津の音楽教育の状況を反映するわずか

な資料から、当時の天津の音楽教育状況も推測できる。以上挙げられた二点の資料から、天

津市の音楽教育も 1905 年まで、官僚にあまり重視されていなかったと推測される。 

このような状況を考慮すると、厳修が 1904 年第二回訪日を終えてから本格的に着手した

音楽教育は、清末期の天津において中国人が自ら組織した音楽教育の嚆矢といえよう。では、

厳修は天津で具体的にどのように音楽教育を展開したのかを見てみよう。 

 

2.1 厳修の二回目の訪日途中で天津の音楽授業開講のための準備 

厳修が本格的に天津に音楽教育を導入したのは、彼が帰国した後であった。だが、実際に

は、彼は二回目の日本訪問の際に、既に天津での音楽教育のために楽器の購入や教師の招聘

などの準備を始めていた。 

1904 年 7 月 26 日に、厳修は東京の貴臨館（神田区駿河台袋町 9 番地、現・千代田区神田

駿河台 1 丁目）で下宿していたが15)、天津の学堂（詳細不明）のために楽器を購入するため

に、他の数人と共に車で横浜まで赴き、歩いて日の出町まで行き、明治時代の日本で名高い

楽器製造メーカーである西川風琴製造所を訪れ、オルガンを二台を購入した16)。西川父子17)

が製造した楽器は日本国内だけでなく、西洋でも人気が高かったのである18)。このように、

厳修は天津の音楽教育に向けて真剣に取り組み、熱心に準備する姿勢を見せる。 

また、8 月 5 日と 6 日に、厳修は渡辺龍聖19)と音楽教習20)の招聘について二日連続で討論

した21)。渡辺は中国で音楽を指導するに相応しい三人の候補者を推薦したが、それは多（田）
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梅雄
ママ

22)（明治 25 年卒業、東京音楽学校の教授）、吉田信太23)（明治 28 年卒業、広島高等師

範学校助教）、そして鈴木米次郎24)（明治 21 年卒業、東京高等師範学校助教兼教諭）であっ

た。給料については、渡辺は「手工教師が 130 円であるのに対し、音楽教師は 120 円でい

い」と提案したが、厳修は手工と音楽教師の給料は同じであるべきと主張した。三人は、そ

の履歴書などによると、年齢が三十代半ばであり、十年以上の教育経験を持ち、当時の日本

の大学で教職に就いた優秀な教育者である。 

二人の議論の結果、鈴木米次郎が 1904 年に直隷師範学堂へ赴任することになった25)。鈴

木は特に 1902 年から清国留学生会館で留学生に対して唱歌教育を行い、東京の弘文学院26)

で音楽の授業を担当した経験を持っていた27)。鈴木が清国留学生と緊密な交流を持っていた

ことから、彼が選抜されたと推測される。 

以上のように、厳修は慎重に三人の日本人音楽教師を繰り返し比較し招聘する人物を決

定した。この過程から、厳修がいかに政府の資金を大切に扱い、厳しい基準に基づいて相応

しい教員を招聘しようしたかがわかる。 

 

2.2 低年齢の生徒に向けて開設された音楽授業 

厳修が天津で展開した音楽教育は、彼が日本で観察した音楽教育の実施状況と類似した

特徴を持ち、主に蒙養院や小学校の中で行われた。 

 

2.2.1 蒙養院における音楽教育 

天津の最初の幼児向けの音楽教育は、厳修によって設立された蒙養院28)の中で行われた。

内容は主に唱歌であった。蒙養院は 1905 年に開校され、4 歳から 6 歳の子供 30 名を対象に

していた29)。厳仁清（厳修の孫）の回想文によると、蒙養院の設備のほとんどは日本から購

入された。ピアノやオルガン、唱歌集などの音楽教育に関連する教材も含まれていた。授業

の内容もほとんど日本語から翻訳された歌曲であり、礼儀や動植物に関するものが多かっ

たとされている30)。 

また、1907 年 3 月の天津地域の画報新聞『醒俗画報』31)には、「参観蒙養院紀盛」（図 1）

という挿画が掲載された。この挿画では、大野鈴子のピアノに合わせて、幼児教師の韓昇華

（詳細不明）が児童たちを率いて歌曲を歌っている様子が描かれていた。大野鈴子は厳修が

初回日本訪問時に出会った愛珠幼稚園の日本人教習であった。 

 

  

図 1 「参観蒙養院紀盛」 
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この絵によると、その日に教授した唱歌は『兎児兎児』であったとされるが、残念ながら

『醒俗画報』に記載された『兎児兎児（筆者注：ウサギ、ウサギ）』のメロディーは確認で

きていない。しかし、図の下部の文字により童謡の歌詞は確認できる。 

 

原文： 

兎児兎児、請問為何你有圓眼精？為得東西看的清、故有圓眼精。 

兎児兎児、請問為何你有大耳朵？為得声音聴的多、故有大耳朵。 

兎児兎児、請問為何你有四条腿？為得行路跑如飛、故有四条腿。 

拙訳： 

ウサギウサギ、なぜ丸い目があるのか。はっきり見るために丸い目がある。 

ウサギ、ウサギ、なぜ大きな耳があるのか。多くの声を聴くために大きな耳がある。 

ウサギ、ウサギ、なぜ四つの足があるのか。飛ぶように走るために四つの足がある。 

 

日本語のわらべ歌の中には、「ウサギ、ウサギ」という曲があった。歌詞は、「うさぎ う

さぎ 何見てはねる 十五夜お月様 見てはねる」である。「ウサギ、ウサギ」は伊沢修二

編の『小学唱歌』第 2 巻の「俗楽調（第一種の旋法例解）」という部分に収録されている32)。

伊沢修二と厳修の人間関係を考慮すると、伊沢修二編の『小学唱歌』は、厳修が日本からも

たらした可能性が高いと推測できるだろう。 

中国語の歌詞と、日本のわらべ歌の「ウサギ、ウサギ」の歌詞を比較すると、類似してい

る部分が見られる。特に、最初の歌詞には「兎が見ている」という共通の場面描写がある。

また、「兎児兎児」と「ウサギ、ウサギ」、「なにみてはねる」と「請問為何你有圓眼精」と

いう二つのフレーズの文字数も近い。しかし、メロディーが不明なので、「兎児兎児」が「ウ

サギ、ウサギ」をもとに改編されたかどうかは現時点では確認できないが、うさぎ、という

身近な小動物をテーマにした歌曲を子供の教育に用いるという手法は日本の『小学唱歌』か

ら発想を借りたのかもしれない。 

『小学唱歌』の「緒言」によると、本書の主旨は「小学生徒……智徳の養成と身体の発育」、

「勅語の旨意を貫徹する」などの目標を掲げていた。つまり、音楽を利用して子供たちの「徳

育」と「知育」を開発させることが意図されていたようである。厳修の日本での訪問を通し

て、伊沢修二から音楽教育が国家建設においてどのような意味を持つのかを認識し、伊沢の

国家主義的な色合いを帯びた音楽教育思想と接触でき、また音楽教育が人の「知力体力」に

大きな影響を与えることができると認識するに至っていた33)。このように、厳修は、伊沢修

二の音楽教育を参考に、唱歌の手段を通して、蒙養院の児童たちに向けて徳育を行った努力

が見える。 

厳修が設立した蒙養院を先頭として、天津の幼児教育は徐々に充実していった。蒙養院の

設立に伴い、唱歌が幼児教育に広まっていった。厳修が設立した蒙養院は民立の幼稚園であ

ったが、1908 年 8 月には、天津で最初の官立の蒙養院である北洋第一官立蒙養院が設立さ

れ、生徒の募集が始まった34)。この学校は開校当初から「唱歌」という科目が開講されてい

た35)。以上のように、厳修が着手した音楽教育をはじめ、幼児に向けた音楽教育は、天津で

着実に根付いて行った。 



神戸大学国際文化学研究科『国際文化学』（ISSN 2187-2082） 第 37 号（2024.3） 
 

87 
 

 

2.2.2 小・中学校における音楽教育 

厳修が音楽教育を展開したもう一つ重要な教育機関は小学校であった。 

1902 年に政府による『钦定小学堂章程』36)と『钦定中学堂章程』37)が公布された。これに

より、清国の教育制度に小学―中学―大学という近代的な教育モデルが導入された。天津の

新式小中学校もこの時代風潮の影響を受け、急速に発展してきた38)。しかし政府の財政力の

不足もあったので、天津地方では、まず、郷紳（地元の有力者、文化人）たちが協力して私

立の小中学校を設立することとなった。 

1903 年 2 月 16 日に、天津で最初の私立学校である民立第一小学堂（1907 年に天津民立

第一両等小学堂と改称）が設立された39)。厳修はその責任者であり、他の直接設立者は郷紳

の林墨卿、王寅皆、王竹林、李子赫他 1 名の計 6 名であった40)。 

1904 年と 1907 年にこの小学堂で教授された具体的な科目を示す（表 1）。 

 

表 1  1904 年と 1907 年の科目比較表 

年代 1904 年 1907 年 

科目 修身・読経・衛生・歴

史・作文・與地・習字・

講文・英文・筆算・理

科・珠算・幾形・手工 

修身・読経・講経・中国文字・ 

算術・歴史・地理・格致・博物・ 

物理・生理・図画・天然・幾何・ 

体操・手工・英文・ 

音楽（高等一級41)） 

出典：1904 年の「天津学堂調査表」と 1907 年第 19 期『学部官報・京外学務報告』により

筆者作成。 

 

表 6 によると、1903 年に創立されてから 1907 年までの 4 年間に、民立第一小学堂の規模

が拡大され、学年も増加され、特に科目の種類に変化が生じた。すなわち、改革した後の民

立第一両等小学堂では、高等一級の学年にのみ制限されていものの、音楽授業が本格的に導

入されていた。 

また、1907 年第 19 期の『学部官報・京外学務報告』によれば、民立第一両等小学堂の音

楽授業を担当していたのは、日本からの留学生であった。表 2 に示した通り、7 人の教員が

雇用されていた。そのうち 2 人は日本留学から帰国した中国人で、日本宏文速成師範卒業生

である閻鴻業と日本音楽学校42)で勉強したことがある張玉斌であった43)。閻鴻業は読経（四

書五経の講読）と手工を教え、音楽の担当は張玉斌であった。今のところ、この小学堂に使

用されていた教科書などの具体的な教材は残念ながら見つかっていないが、音楽を担当し

たのは、日本の音楽学校で勉強した張玉斌という人物なので、日本の音楽教育に倣った方法

で授業が行われたと推測される。 

 

表 2 教員の表 

人員 担当の授業 備足 
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堂長 劉宝廉  国文、修身、図画 遊歴日本一回 

監学 華鳳阿 ―― ―― 

教員 閻鴻業 読経・手工 日本宏文速成師範卒業生 

教員 華世欽 歴史・地理 ―― 

教員 華沢洪 歴史・算学・格致 師範伝習所生 

教員 孟広 算学・格致、英文も兼任 師範伝習所生 

教員 張玉斌 音楽 日本音楽学校生 

教員 曲鶴鳴・張陸経 体操 陸軍下士官 

出典： 1907 年第 19 期『学部官報・京外学務報告』により筆者作成。 

 

1903 年から 1907 年までの僅か 4 年間で、民立第一小学堂に学年や科目の増加があった理

由を明言する史料はないものの、学校の責任者であった厳修の影響が見逃せないだろう。

1904 年 5 月～8 月、厳修は 2 回目の日本での教育考察を行った。1902 年 8 月～11 月の 1 回

目の考察と共に考慮すると、厳修が視察した、音楽教育を実践していた学校は次のようにま

とめられる（表 3）。  

 

表 3 音楽教育の実行された学校 

類別 学校名 校数 

幼稚園 愛珠幼稚園、養育院、富士見小学校隣接の幼稚園、常盤小

学校附属幼稚園、富士見幼稚園 

5 

小学校 淇澳小学校、富士見小学校、西天満小学校、高等師範附属

小学校 

4 

女学校 女子高等師範学校、華族女学校、女子大学、実践女学校 4 

大学 東京音楽学校、高等師範学校 2 

中学校 無 0 

そのほか 体操学校 1 

注：『厳修東遊日記』の第 1～132 頁、第 148～235 頁により筆者が作成した。 

 

表 8 で示した通り、厳修が観察した音楽教育は、主にほぼ低学年の児童向け、つまり幼稚

園と小学校の中で行われた。このような現象は、明治時期の日本の音楽教育の実施状況とも

関わっていると考えられる。明治期、日本の近代教育制度が確立し、学校教育の中に「唱歌」

という科目が位置付けられるようになった。しかし、主に幼児教育や小学教育など初等教育

の場で実施され、中学教育で行われた例は極めて少なかった44)。このような特徴は、厳修が

主に担当していた天津の民立第一両等小学堂での音楽授業導入の進展にも影響を与えたと

考えられる。 

天津の民立第一小学堂を先頭として、厳修が設立した学校では「音楽」の授業が整備・確

立され、天津の他の学校にも音楽教育が広がっていった。民立第一小学堂に続いて設立され

た天津民立第二小学堂でも「音楽」の授業を開設するようになった45)。厳修は自分が設立し
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た民立の中小学校で音楽授業を導入するために先頭に立ち、天津の多くの学校が音楽課程

を導入するきっかけとなった。例えば、1907 年に直隷省の学務員が中央教育学部に提出し

た小学校調査報告書によると、保定官立第一、第二、第三、第五初等小学堂、清苑県官立高

等小学堂、両等模範小学堂など直隷省の他の公立学校でも音楽教育が実施されていたこと

は明らかである46)。  

一方、天津の中等教育における音楽教育の全体的な状況については、筆者が調査した限り、

明確な記録が見当たらない。ただし、厳修が設立した最初の私立中学校である天津私立第一

中学堂（現在の南開中学校の前身）に学生軍楽隊が設置され、音楽教育が導入されたことが

次の写真からわかる（図 2）。1910 年の『直隷省教育雑誌』（第二卷第 5 期）には、様々な楽

器を演奏する軍楽隊の学生と指揮者が写っている写真が掲載されていた47)。この写真は、厳

修が日本から帰国して約 6 年後の 1904 年頃には、天津の中学校でも音楽教育が導入され、

しかも、簡単な唱歌にだけでなく、比較的専門的な技能が必要とされる器楽合奏にまで、教

育水準が達したことを示唆している。 

 
図 2 天津私立第一中学堂学生軍楽隊撮影 

 

III 女子教育に応用された音楽教育 

厳修が日本へ赴いた際に、もう一つ影響を受けた教育機関は女学校であった。「天津の女

学振興の起点」48)と位置付けられた厳氏女学校に導入された音楽授業は、清末期の天津の女

子教育における音楽教育の始まりと考えられる。次に、厳氏女学校の音楽教育を例に、清末

期の天津の音楽教育における日本からの影響を分析する。 

 

3.1 厳修による女子教育への音楽教育の導入 

1902 年に厳修によって創設された厳氏女塾は、1905 年に「厳氏女学校」と改称された。

これは女子を受け入れた小学校に当たるものであった。学校は「高小」と「初小」の二つの

級（学年）に分けられ49)、具体的な科目として国語、英文、日本語、数学、理化、史地、音

楽、図画が教習された。日本から招聘された川本氏（詳細不明）が音楽と日本語を教授した。 

音楽授業の他にも、厳修は女学校の生徒たちのために「纏足廃止の歌」（原文：放足歌）

という歌詞を創作し、最初、この曲は厳氏女塾の中で歌われ、その後、社会でも広く受け入

れられた50)。歌詞は以下のようになる。 

 

原文： 

一、五齡女子吞聲哭，哭向床前問慈母。 
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母親愛兒自孩提，如何縛兒如縛雞。 

兒足骨折兒心碎，晝不能行夜不寐。 

鄰家有女已放足，走向學堂去讀書。 

二、少小學生向母提，兒後不娶纏足妻。 

  先生昨日向兒道，纏足女子何太愚。 

  書不能讀字不識，困守閨門難動移。 

  母親愛幾自孩提，莫給兒娶纏足妻。 

 

拙訳： 

一、悲しく泣きながら、五歳の女の子が優しいお母さんに尋ねる。母親は私を幼い頃か

ら愛してきたのに、何故私を鶏を縛るように縛り付けるのであるか。私の足は骨が折れ

て心が砕かれるほど痛いので、昼間は歩けず夜は眠れない。隣の家の女の子はもう足を

解いて学校に通っている。 

 

二、少年は母親に言い、将来、縛られた足の妻を娶らない。昨日、先生は纏足の女子は

なんと愚かだろうかと言われた。本も読めず字も知らないまま、家に閉じこもって動け

なくなっている。私を幼い頃から愛してきた母親は、私が将来纏足の女房にならないよ

うにしてくれるだろう。 

 

この歌詞は、厳修は音楽を利用して女子生徒に纏足の風習に断固として反対する思想を

宣伝しようとした姿を示している。 

また、女学校以外に女子が教育を受けられるもう 1 つの場所として、蒙養院教員を育成す

る保母講習所が存在した。 

1905 年に、天津で最初の蒙養院に付設された保母講習所が設立され51)、教師見習いが実

習を行う場としても機能していた。厳修は、保母講習所の音楽教習として蒙養院教習の大野

鈴子を招聘した。大野鈴子は保母講習所で音楽に関する保育法、音楽、ピアノを教えた。彼

女は教師見習いたちに厳しい訓練を行い、結果として卒業時には少なくとも行進曲を演奏

できるようになり、中にはさらに難しい曲を演奏できる者もいた。授業中、大野はまず自ら

ピアノを演奏したり、唱歌や遊びの指導法を示したりし、教師見習いたちに手本を示した。

その後、彼らはそれを子供たちに教え、大野はそばで指導した52)。 

このように、厳修は女子が教育を受けられる教育施設の中で、積極的に音楽教育を展開し、

そこでは日本人の教習が教育に当たった。 

 

3.2 厳修が女子教育に音楽を導入した目的に関する分析 

 ここからは、厳修はなぜ音楽を利用して女性解放を推進したのかを分析する。 

 同じく儒教思想を中心に設立された日中両国は、古代から女性に対する見方は儒教思想

に基づいて形成されてきた。儒教の国家観において、女性の存在は、生育の価値以外、ほぼ

何の価値も認められなかった。そのため、19 世紀の半ばまで、女性は国家と関係しないも

のと考えられていた53)。                                                                    
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しかし、明治 10 年代から、為政者や知識人の女性に対する認識が変容し始めた。女性を

国家に結びつける、つまり、国家に貢献するための女性の促進が提唱された。明治 20 年代

以降、特に日清・日露の両戦争後、女性教育を国策の手段と見なす考え方は露骨になってい

った。そのため、女性教育が国家建設の一環としてさらに重視され、教育を通して女性の国

家に奉仕する義務は宣べ伝えられた。この時期において、女性が国家に奉仕する道としては、

直接的に「国家のため」ではなく、「良妻賢母」54)として間接的な役割を担うことが義務付

けられていた55)。 

このような特徴は男女学生が受けた教育の内容にも影響を与え、更に、学生の卒業後の進

路は男女で大きく異なっていた。具体的には、男子教育の内容は社会的地位を獲得するため

の知識や技術を重視していたが、女子教育では「良妻賢母」としての教養を身に着ける目的

が主であった56)。そのため、明治期の日本の女学校では、「音楽」や「図画」などの学芸に

関する授業、「裁縫」や「家政」などの家事能力を向上させる科目が設けられていた。これ

が、厳修が訪日した際に日本の女学校で多くの音楽授業に触れることになった理由である。 

中国社会においては、「女子は才能を持たないことが美徳である」や「三従四徳」などの

倫理道徳が数百年に渡って主流思想であり、漢民族の女子が足を縛り付ける（纏足を指す）

ことは、そのような思想を女性の身体に表象したものと考えられる57)。日清戦争以降、民族

的危機感から、救国図強の道を探る一つに女性問題が提起された。経元善や蔡元培などの知

識人が纏足の廃止と女子教育の重要性を強調し、女子学堂の設立や女学報の出版などが行

われた58)。つまり、この時期の中国知識人は、隣国の日本に実施された女子教育から、国家

主義的な良妻賢母思想を内核とする女子教育を巧妙に国家の建設と結びつける方法を発見

した。 

厳修は伝統的な中国士大夫の一員として、上記に述べた国家建設の理念から出発し、天津

地区で中国人の自主的な主導による女子教育を始めた。彼は音楽の専門家ではなかったた

め、音楽自体に対する理解が薄かった。そのため、彼が唱歌を主とする音楽教育を天津の女

学校に導入したことは、日本の女子教育の内容を直接に模倣したものと考えられる。そのた

め、厳修が女性に提供した音楽教育活動は、専門的かつ包括的な知識を網羅するものではな

く、大半は理解に易い唱歌であった。 

厳修の取り組みに加えて、直隷省の政府や地方紳士たちも協力し、1904 年末には天津公

立女学堂、1905 年には北洋高等女学堂や官立女子小学堂など一連の女学校が設立された59)。

これらの学校において、日本人の教師を招聘して音楽の授業を開講し、女子教育の充実に取

り組んだ。例えば、北洋女師範学堂卒業証明書（図 3）によると、豊岡梅が北洋女師範学堂

において音楽を担当したことは確認できる60)。北洋女師範学堂は初等と高等学校の女子教員

を育成する教育機関であり、設立の最初から「楽歌」は選択科目に入れられた61)。そのほか、

天津公立女学堂でも音楽の授業が開設され、担当の教師も豊岡梅であった62)。 

上記の記録によれば、厳修を起源として、天津地域では音楽の授業を開設することにより、

女子教育を充実させ、女子の解放思想を宣伝する現象が徐々に増加していったことが分か

る。 
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図 3 北洋女師範学堂卒業証明書（1908 年 1 月） 

 

3.3 小結 

このように、厳修が設立した蒙養院、小中学校、女学校などの近代的教育機関では、音楽

教育が国民の知識向上と教化に貢献する重要な手段であるという理念を日本から取り入れ、

天津での教育現場で様々な試みを行った。まず蒙養院、小中学校、女学校に共通してみられ

る日本の制度の模倣は、日本人の音楽教師や日本で音楽を修得した中国人留学生が授業を

担当し、唱歌を中心に音楽教育を教授し、日本の教育理念や手法を吸収したことが挙げられ

る。また、女学校に特有にみられる点として、日本で女学校で音楽の授業が活用されている

ことに倣い、天津の女子の教養教育を充実させ、女子に社会参画を促すために、女学校での

音楽教育に力を入れたことが分かる。 

 

IV 厳修の教育活動の間接的な産物――中国初の専門的な体操音楽伝習所 

 

最後に、厳修の活動とは直接的には繋がらないが、厳修が間接的に天津の音楽教育の発展

を推進した事例を紹介する。1907 年に、直隷省体操音楽伝習所（以下「伝習所」と略す）が

天津で設立された。この伝習所と厳修の日本での見聞活動との関連を考察してみよう。 

伝習所は、中国で初めて音楽と体操の人材を育成するための専門的な機関であった63)。通

常、授業は天津学務公所64)の庭園で行われ、雨の日には学務公所（提学使司の行政機関）の

集会館を利用して活動した65)。伝習所に関しては、尚大鵬（2008）が詳細な研究を行い、伝

習所の規則と章程を利用し、職員、教育活動、経費、設備などの基本情報を明らかにした66)。

ただし、尚大鵬の研究は主に伝習所の体育授業に焦点を当てているため、伝習所がなぜ専門

的な音楽教育も実施したのかについては詳しく分析されていない。また、本機関の設立と厳

修の日本での教育考察との関連についても、言及されていない。 

 

4.1 厳修の伝習所の設立への間接的な影響 

4.1.1 直隷提学使司の官員たちの訪日体験における厳修とのつながり 

まず、伝習所の設立と直隷提学使司の官員たちの訪日経験は緊密に関わっていたと考え

られる。 

伝習所は直隷の提学使司によって設けられた。全国の教育事務を管理する中央教育管理

部門である学部は、全国の教育行政の統一を図るため、1906 年 5 月に各省に命じて新式教

育行政機関である提学使司を設立した。学部は提学使（提学使司内の最高職位）に対して、
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率先して日本へ赴き、教育の調査と考察を行うことが義務付けられていた67)。当時、厳修は

学部で侍郎（1906～1910）を務めており、任期中に章程や政策の策定に主導的な役割を果た

した68)。したがって、各地の提学使が日本を訪問し教育環境を調査することを義務化する政

策は、厳修自身が日本を訪れて教育を考察した体験に基づき、その有用性を強く感じたこと

と密接に関連していたと言えるだろう。 

提学使らは日本で教育を考察していた際に、日本の音楽教育を見学する機会を獲得した。

清国官員が日本を訪問した 20 世紀初期には、音楽授業はすでに日本の学校で広く普及して

いた。専門的な音楽教育機関である東京音楽学校を始めとする様々な音楽教育を実施でき

る機関が各地に存在していたのである。天津の官員たちが日本を訪問した際には、日本の音

楽授業を見学し、その体験を記録していた。そのため、提学使たちが日本での教育考察の過

程で音楽教育の重要性についての認識を得たことが、伝習所の設立のきっかけとなったと

考えられる。 

 

4.1.2 直隷省提学司の提学使である盧靖との関連 

 また、伝習所の設立には、直隷省の初代提学使である盧靖（1856～1948、字木斎、勉之、

湖北省人）の音楽教育への認識が深く関わっていると考えられる。 

1907 年、「直隷提学司附設音楽体操伝習所試辧章程」が発表され69)、同年の十一月初六日

（陰暦）の朝 8 時に、音楽体操伝習所入学を目指し、先に天津に到着した一部分の学生たち

を対象に入学試験が行われた。十一月十八日（陰暦）の朝 8 時には二回目の入学試験が行わ

れた70)。1906 年から 1907 年にかけて、盧靖は直隷省提学司の初代長官を務めていた。つま

り、伝習所は盧靖の任期中に設立され、運営を始めたと考えられる71)。 

盧靖靖は直隷提学使を担当していた時、時には北京に赴き、直隷省の教育や天津の学務官

僚の確定などの事務に関して、厳修と相談した。『厳修日記』の中で、「木翁と話し合った」

のような内容が見られ72)、厳修と親交を持っていたことが分かる。ここから、盧靖は厳修の

教育思想をよく知った上で、天津の教育事業を展開した可能性が高い。つまり、伝習所の設

立も厳修の音楽教育を重視する理念と関連していると言えるだろう。 

また、盧靖は厳修が帰国した翌年、つまり 1905 年に日本へ教育視察に赴いた73)。この機

会を通じて、盧靖は日本の音楽教育を見学し、音楽教育の意義を理解する機会を得た可能性

がある。彼は、中国の伝統的な士大夫知識人たちが音楽教育を軽視する傾向にあったのに対

し、音楽が民衆の思想啓蒙において重要な意義を持つことを唱え、音楽が公衆演説、新聞、

戯曲、歌謡、絵画などと同様に、民智を啓発するための重要な手段の一つであると主張した

74)。このように、盧靖は直隷省の教育業務を担当していた期間に、中国初の音楽・体操専門

家を育成する教育機関の誕生を推進したと考えられる。 

総じて、前述述べた二つの要点から、厳修は提学使司と密接な関連を持ち、彼の音楽教育

理念が伝習所の設立に大きく影響を与えていたことが分かる。 

次に、伝習所が具体的にどのような面で日本から影響を受けたのかを考察する。 

 

4.2 伝習所の音楽授業における日本との関連 

まず、伝習所の職員と日本の音楽教育との関連を見てみよう。 
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表 4 直隷音楽体操伝習所の職員統計表75) 

身分 名前 出身校 学校の所在地 

管理員 李僑 東京音楽学校 日本 

司事員 王定保 東文儲材所 日本 

教員 村岡詳太郎 東京音楽学校 日本 

教員 張玉斌 天津体育会及び東京音楽学校 天津、日本 

教員 斎滕伝寿 日本体育会卒業 日本 

教員 王承沄 天津英文館 天津 

 

表 4 で示したように、伝習所の職員の中には二人の日本人教習が雇われており、村岡詳太

郎（1881～1940）は音楽の授業を担当したと考えられる。また、英語の教員以外、ほぼ全員

が日本で勉強した経験を持っていた。これにより、伝習所の教育環境においては、日本の教

育制度の実態をよく知る人物たちが教育に携わっていたことが確認できる。 

特に、教員である村岡詳太郎と管理員である李僑（生没年不明、字恵卿）は、共に東京音

楽学校出身であった。李僑は 1905（明治 38）年に唱歌科の選科に入学し、1907（明治 40）

年まで在籍していた76)。章程によると、李僑は「管理員」としての役割に加えて、日本語の

通訳も兼ねていた77)。職員たちの背景を考慮すると、伝習所の音楽教育は、日本で専門的な

音楽教育を受けた人々によって主導されたことが分かる。 

次に、伝習所の教学内容について分析する。 

伝習所の授業の時間割は次のようである。「唱歌 12 時間、楽器 2 時間、楽典音譜 2 時間、

体操 12 時間、遊戯 3 時間、生理衛生 1 時間、教授法 1 時間及び練習 12 時間」である78)。時

間割からは、伝習所の音楽教育が科目ごとに広くに分類され、できるだけ全面的な音楽教育

が提供されているという特徴が明らかになる。 

伝習所の授業は、20 世紀初期の東京音楽学校のカリキュラムと類似していることが多く

見られたため、東京音楽学校を参考に授業を開設したとも考えられる。東京音楽学校の本科

を例とすると、声楽部、器楽部と楽歌部という 3 つの学部が含まれ、それぞれの科目が開設

された79)。具体的には、「独唱歌」、「諸重音唱歌」を例とする唱歌の授業、「楽典」、「音響学」

など音楽知識を教授する科目、「ピアノ又はオルガン」などの楽器授業、及び「体操」や「外

国語」、「詩文」などの教養科目が設けられていた。また、随意科として教育学及び教授法が

提供された。東京音楽学校の本科に開設された授業と前述した伝習所の科目を比較すると、

20 世紀初期における清国と日本という両国の音楽教育の発展程度の差異から、伝習所は専

門内容を東京音楽学校と同様に細分化したカリキュラムを提供することは難しかったが、

教育内容の範囲に関しては、基本的に両者は一致しており、主な違いは体操の授業時間の比

率にあることが明らかになった。 

なぜ伝習所と東京音楽学校は多くの類似性を持っていたかというと、多分厳修からの影

響とも関わっているだろう。厳修が日本で教育視察した際に、日本の高等音楽教育機関と最

も多く接触したのは東京音楽学校である。彼はそこで音楽会を鑑賞し、学校を見学し、特に
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東京音楽学校の前身である音楽取調掛を設立した音楽教育家伊沢修二と緊密な親交を持っ

ていた80)。天津の専門的な音楽教育機関は東京音楽学校を参考にしたことも、この機関と厳

修との関連性を示すことができるだろう。 

また、伝習所では、各科目に必要な教材、教学道具が整備された。音楽授業のためには以

下のような教学洋品が用意された。具体的には、「瑟亜楽必耶謳（ピアノ）」、「風琴卧路干 

（オルガン）」、「巴挨鈴（バイオリン）」、「中国之笙笛管簫 （中国の笙、笛、管、簫）」、「拍

節器」81)、「楽典音譜などの書籍」を指す82)。これらの教学道具から、音楽科の授業の内容

には、西洋音楽と中国伝統音楽の両方が含まれていると推測できる。 

ここで注目すべきは、西洋音楽に加え、中国伝統音楽の楽器が含まれていたことである。

厳修は日本で教育視察した際に、伊沢修二に誘われて参加した集会で、明治の明楽演奏者・

長原春田が、江戸時代に発行された明楽の歌譜である『魏氏楽譜』（1768）に基づいて 3 つ

の明楽曲を演奏した様子を目にした。この時、厳修は日本で中国の伝統音楽が伝承され実践

されていることに感嘆した83)。厳修の間接的な影響を受けて設立された天津の伝習所では、

西洋音楽の教育だけでなく、中国音楽の授業も開講された。このことは、厳修が日本で調査

を行った際に、一部の日本の音楽家が中国の伝統的な音楽文化を大切にしている姿勢を目

にしたことから啓示を受け、「音楽教育」とは、単に西洋音楽を導入、移植するだけでなく、

中国の伝統音楽文化も維持、保存、発展しなければならないという考えを持つに至った結果

と考えられないだろうか。 

 以上述べた点を踏まえると、中国で初めて専門的な音楽教育を実施できる機関としての

直隷省体操音楽伝習所が天津で設立された背景には、厳修の間接的な影響が存在している

と考えられる。厳修は直隷省提学司の役員たちに音楽教育の重要性を認識させることに影

響を与え、その結果として専門的な音楽教育カリキュラムを持つ伝習所の創設に向けた環

境を作り出したと言える。 

 

V 終わりに 

 

本研究は、清末期に天津において、率先して幼児、小学、女学などのさまざまな教育分野

で音楽教育を展開した教育家である厳修に焦点を当て、厳修が天津で展開した教育活動に

おいて、日本の音楽教育がどのように取り入れられたかについて検討し、そこに日本からの

影響が明確に現れており、日本の音楽教育との類似点が見受けられることを指摘した。 

考察の結果から、厳修が日本での音楽教育視察の体験を活かし、日本の音楽教育を参考に

しながら、天津の音楽教育の発展に直接的または間接的な影響を与えたことが明らかにな

った。 

厳修は天津で自ら設立した蒙養院、小中学校、女学校などの新しい教育機関で音楽教育を

取り入れる試みを始めた。また、中国初の専門的な音楽教育を提供できる教育機関の設立に

不可欠な影響を与えた。天津で展開された音楽教育には具体的には二つの特徴がある。一つ

目は、教授された内容は日本の教材、カリキュラムを参考にしており、改編された日本の歌

が教えられたり、東京音楽学校と同じ実技科目が実施されたりした。授業の教師の多くも日

本からの音楽教師や日本で専門的な音楽教育を受けた中国の留学生で占められていた。 
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また、中国で初めて専門的な音楽教育を実施できる機関としての直隷省体操音楽伝習所

が天津で設立された背景には、厳修の間接的な影響が存在していると考えられる。厳修は直

隷省提学司の役員たちに音楽教育の重要性を認識させることに影響を与え、その結果とし

て専門的な音楽教育カリキュラムを持つ伝習所の創設に向けた環境を作り出したと言える。 

しかも、厳修は天津地域の地方の郷紳を代表する一方で、政府教育部門の重鎮としての立

場も持っていた。本研究により、天津地域での音楽教育の本格的な展開は主に厳修が直隷省

学校司督辧84)に任命された後、二度目の日本訪問の頃から始まったことが分かる。つまり、

彼の音楽教育に関する活動は、自分が設立した民立学校に主に集中していたが、その活動方

針は直隷省の公式教育方針にも一定程度反映されていたと言える。このように、天津地域に

おいて清末期に厳修が実施したさまざまな音楽教育に関連する事業は、当時上海地域の「学

堂楽歌」運動85)のように民間力が主導していたものとは異なり86)、「半民半官」の特徴を持

っていたと結論づけられる。 

今後の研究として、清末以降、民国前期の天津の音楽発展と日本からの影響に関して引き

続き検討するつもりである。 

 （神戸大学国際文化研究科博士後期課程） 

 

付記 

本研究は中国国家留学基金国別区域研究項目の一部分の成果である。 
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15） 前掲『厳修東遊日記』、1995 年、第 152 頁。 
16） 前掲『厳修東游日記』、1995 年、第 217～218 頁。 
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18） 前掲『厳修東游日記』、第 218 頁。 
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号取得。1899 年東京音楽学校の校長を就任。1902 年直隷総督府学務顧問を就任、兼直隷師範学堂、順

天中学の総教習。1909 年帰国。前掲張前『中日音楽交流史』、第 300 頁。 
20） 教習は教師を指す。汪向栄は 19 世紀 90 年代から 20 世紀初期にかけて清国各地の学堂で教鞭を執っ
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本初のワルツとして知られる唱歌『港』は、吉田が作曲し、1896 年に発行された新編教育唱歌集の 
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30）厳仁清「回憶祖父厳修在天津創辧的幼児教育」、天津市厳修研究会等編：『厳修記念文集』、天津：天津

古籍出版社、2021 年、第 301 頁。 
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35）『大公報・天津版』1909 年 6 月 10 日、第 06 版。 
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38）「直隷省全省中学堂現行詳章」、『東方雑誌』1908 年第 3 期、第 63～64 頁。 
39）『大公報』1903 年 7 月 26 日。 
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46）1907 年第 19 期「奏派調査直隷学務員報告書（続）」、『学部官報・京外学務報告』、全国報刊索引データ

ベース、同上。 
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48）「女学起点」『大公報』1903 年 4 月 14 日、第 4 面。前述『厳修年譜』の中でも同じような記述が見られ

た、第 179 頁。 
49）『益世報』、1907 年 1 月 23 日。 
50）前掲『厳修年譜』、第 514 頁。 
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た。小山静子『良妻賢母という規範』東京：勁草書房、1991 年、第 57～58 頁。 
55）前掲布川清司『近代日本女性倫理思想の流れ』、第 98～101 頁。 
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01、2011、第 81～82 頁。 
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61）『益世報』、1906 年 7 月 15 日。 
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ある。「伝習所」では、一見すると、「体操」の教育を主たる目的とする教育機関のように見えるが、直

隷省の授業の内容や科目の設置時間（「直隷提学司附設音楽体操伝習所章程」『直隷教育雑誌』、直隷学

務処、第十八期、全国報刊索引データベース、第 77～78 頁）を見ると、伝習所では日本の東京音楽学

校のように専門的な音楽授業が開設されたことが分かった。 
64）天津学務公所：1905 年に中央教育行政機関としての「学部」の創設に伴い、1906 年 3 月に直隷省では

提学司が設置され、学務処は「学務公所」に改称した。 
65）前掲「直隷提学司附設音楽体操伝習所章程」、第 77 頁。 
66）尚大鵬「清朝末期における体操科教員養成機関に関する一考察」、『広島大学大学院教育学研究科紀要

第三部、教育人間科学関連領域』51 号、第 67～72 頁。 
67）汪婉『清末中国対日教育視察の研究』、東京：汲古書院、2001 年、第 274 頁。 
68）関暁紅『晩清学部研究』、広州：広州教育出版社、2000 年、第 159 頁。 
69）1907 年第 18 期『直隷教育雑誌』、全国報刊索引データベース、同上。 
70）『北洋官報』1907 年第 1507 期の「学台牌示」、『北洋官報』1907 年第 1577 期の「学台牌示」。 
71） 直隷音楽体操伝習所の設立時期については、先行研究では、尚大鵬は 1908 年 5 月、孫継南は 1908 年

2 月と主張しているが、筆者の考察によれば、設立の時期はもう少し早いのではないかと推測される。

前掲尚大鵬「清朝末期における体操科教員養成機関に関する一考察」、第 68 頁。前掲孫継南『中国近代

音楽教育史紀年（1840～2000）』、第 36 頁。 
72）「丙午北京日記」『厳修日記』第二卷、天津：南開大学出版社、2001 年、転引：朱鵬『中国近代教育の

成立』（京都：松籟社、2021 年）、第 193 頁。 
73）前掲汪婉「直隷省の教育改革と官紳の日本遊歴」106（3）、第 86 頁。 
74）劉行宜『盧木斎、盧慎之兄弟』、中国人民政治協商会議天津市委員会文史資料委員会編、天津文史資料

選輯、第 17 輯、天津：天津人民出版社,、2014 年、第 112 頁。 

75）前述「直隷音楽体操伝習所調査表」、第 554 頁。 
76）『東京音楽学校中国留学生名簿』によると、彼は 1904 から 1908 年にかけて東京音楽学校に在籍してい

た（前掲張前：『中日音楽交流史』、第 372～373 頁）。しかし、東京音楽学校在籍者データーベースによ

ると、彼の在籍期間は 1905～1907 年であった。http://fms.ms.geidai.ac.jp/f mi/iwp/cgi?db=%  
EF%BC%96%EF%BC%8E%E6%9D%B1%E4%BA%AC%E9%9F%B3%E6%A5%BD%E5%AD%A6%E6%A0
%A1DB&-loadframes、2023 年 4 月 1 日に検索した。『東京音楽学校』規則によると、選科生は「本校所

定各科各学部ノ一科目若クハ数科目ヲ修ム」ことができると規定された。このように、李僑は東京音楽

学校で「唱歌」や「バイオリン」、「洋琴」、「風琴」など西洋楽器或いは「箏」など日本の伝統楽器の演

奏を教授する科目を聴講できる。財団法人芸術研究振興財団/東京芸術大学百年史刊行委員会編：『東京

音楽学校篇』第 1 巻、東京：音楽之友社、1987 年、第 448、465～467 頁。 
77）前掲「直隷提学司附設音楽体操伝習所章程」、第 78 頁。 
78）前掲「直隷提学司附設音楽体操伝習所章程」、第 77～78 頁。 
79）前掲『東京音楽学校篇』第 1 巻、第 465 頁。 
80）厳修の在日音楽活動、及び彼と伊沢修二との交際について、別稿で分析する。 
81）拍節器：楽曲のテンポを示す器械。振り子の原理を応用して拍子を刻む装置である。 
82）前掲「直隷提学司附設音楽体操伝習所章程」、第 80 頁。 
83）前掲『厳修東游日記』、第 231 頁。 
84）直隷省学校司督辧：1902 年 5 月袁世凱によって学校司は創設された。『直隷新設学校司章程』によれ

ば、学校司には専門教育処、普通教育処、翻訳処、支発所、稽査所を置いた。全省の各種学堂の業務や

教科書、参考書の翻訳刊行を担当させた。トップの長官は督辧であり、下に参議、顧問官及び上記三処

の総辧が設けられ、いずれも総督が任命することとなる。参考：汪婉「直隷省における『査学』の設置

と巡視活動（上）」『中国研究月報』62（5）、第 2～3 頁。 
85）「学堂楽歌」20 世紀初期において、沈心工を初めとする日本からの中国人留学生は、帰国後、日本の

唱歌教育からヒントを得て、唱歌の旋律に中国語の歌詞をつけ、これを教材として用いはじめた。これ

らの唱歌は「学堂楽歌」と呼ばれた。その時期では、西洋音階や楽典知識を普及させただけでなく、歌

詞を通じて愛国的・反封建的な思想を鼓吹する役割をも果たした。 
86）榎本泰子『楽人の都・上海』、東京：研文出版、1998 年、第 24 頁。前掲張前『中日音楽交流史』、2012
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